












































の問題を取り上げな ら、女官の配置 問題など 細部には論証が及んでいない点である。　
論の展開上、 一章ではまず第三の問題を取り上げ、大極殿院で
の儀式の構造を、天皇出御の方式に注目して分析する。史料としては『続日本紀』の元日朝賀など 国家的儀式 わる記事の内容を検討し、後世の『延喜式』 『貞観儀式』 『内裏儀式』などの規定から再解釈するという方式を取る。　
第二章では第二の問題に議論を移し、外国使節の来朝による儀式
















































































































































































































































すなわち、大極殿上にいるのは、 「皇后」 ・ 「褰帳内親王」 ・ 「威儀










































































































って囲まれていることが大陸の事例に比べて異例の のとして、以前よりも問題視され よう な のであろ 。　
後世の『延喜式』などでは、朝賀に蕃客が参列することが想定さ
































































































































































































の変更 伴うものと解されているが、いったいどのような目的で衛府の幡が新調されたか 関心を向け 必要がある。すなわち、幡の新調は外交使節への対応 ためであり、一定の儀衛の規定が整備されたためであると解釈されよう。また後述のように天平宝字期の「別式」との関係性が想定される。　
そもそも日本へ派遣された外国の使節にとって、幡ないし旗とい












































































らの権威を示すために、自らの行列の左右に旗を立てることを、接待に当たる領客使を通じて日本側に求めた。この要求に対して、光仁天皇は大宝の遣唐 が長安の東郊の長楽駅で受けた礼遇の先例を盾に、唐使の要求を拒否した。 「はじめに」で先述のように実質的に先例のない唐使の来日への応対について、大宝の遣唐使が唐で受けた礼遇の先例まで持ち出して、唐使の要求を拒絶したの ある。　
日本の側からは大極殿院の空間を衛府の幡で荘厳かつ壮大に装飾















































囲まれていたのに対し、日本の天皇は高御座の周囲を少数の侍従・少納言の他は圧倒的 女官のみによってしめられていた。これは女官の管理する空間であった内裏 あり方が大極殿にもちこまれたためと考えられる。このことは平城宮 中央区大極殿の利用が限定的なものであり、内裏に近接し 東区大極殿に包摂されたこととも関係があると考えられる。　
奈良時代の日本の元日朝賀の場では、外国使節の来朝の場合に通
常の年と異なった方法が取られた。変更点は第一に、大極殿の天皇の周囲 女官の服装が変更される点、第二に儀式の荘重さを増すために武官の配置がより大規模なものに変更され、各衛府 旗の数が倍される点であった。中国と異なって天皇の周 空間を女官が取り巻くという慣習の持つ問題についての意識は大宝律令制定当初から存したが、中国式の儀礼が本格的に導入された 平期に問題が顕在化したと考えられる。　
この慣習の意味するものは何であろうか。すなわち当時の為政者







錯綜した視点に基づく複雑なものであったと考えられる。国家儀式でも女官に囲まれた日本固有の天皇 あり方を新羅・渤海の使節が見たときに違和感を持つと推定し、使節 参列がない場合と異なり、唐の方式に忠実な配置 執ることとなったわけ る。　
律令国家を象徴する国家的儀礼の場が中国の儀礼と令制以前から
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